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全学同窓会第３回総会・講演会・懇親会が開催される



　加藤鐐五郎（１８８３～１９７０）は、１９１０年代から６０年代にかけて活躍した、当時の愛知県を代表する政党政治家です。

名古屋市議、愛知県議をへて、１９２４（大正１３）年には衆議院議員に初当選し、以後当選１２回、通算で３０年間もその

職にありました。戦後は法務大臣や衆議院議長を歴任、勲一等旭日大綬章をうけています。

　鐐五郎は、名古屋大学医学部の前身である愛知県立医学専門学校を１９０５（明治３８）年に卒業し、医師となります

が、やがてかねてよりの志をはたすべく政治家への道を歩みました。ただそれ以後も、愛知医専の人脈がその政治

活動をささえたといいます。鐐五郎も、愛知医専の大学昇格運動では県知事との交渉や県会での演説、官立名古屋

医科大学発足時の鳩山一郎文部大臣との談判など、尽力をおしみませんでした。

　また鐐五郎は、１９４４（昭和１９）年に名古屋帝国大学から医学博士号を授与されています（「ラッテ」胸腺ノ組織

学的研究）。これは１９３７年の落選による約２年間の「浪人」時代、研究生となって名古屋医科大学に通い勉強した

成果でした。戦時中の財団法人喜安病院の設立や、戦後の嫌煙薬「キンエン」の開発は、鐐五郎が名古屋（帝国）

大学医学部との連携のもとにおこなった事業です。

　一昨年、孫婿にあたる加藤延夫愛知医科大学学長（元名古屋大学総長）から、「加藤鐐五郎関係資料」が愛知県

公文書館へ寄託されました。歴史的価値の高い大変貴重な史料群です。これについては、１１月発行の『愛知県公文

書館だより』第９号に紹介記事があります。

�加藤鐐五郎と名古屋大学

　本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら、

大学文書資料室（０５２－７８９－２０４６、nua_office@cc.nagoya-u.ac.jp）へご連絡下さい。

▲衆議院議員時代（１９２４年）
　（『加藤鐐五郎伝』より） ▲名帝大の医学博士号学位記（愛知県公文書館）

▲愛知医専時代の鐐五郎
　（『加藤鐐五郎伝』より）

▲愛知医専の卒業証書（愛知県公文書館）
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　牧島久雄（１９１３～２０００年）は、１９３９（昭和１４）年に東京文理科大学卒業後、奈良女子高等師範学校教授等を経て、

１９４６年には第八高等学校（八高）教授になりました。その後、１９４９年に八高が新制名古屋大学に包括されて旧教養

部になった際、牧島は本学講師になり、１９５４年には本学助教授となりました。また、牧島は、１９５９年９月の伊勢湾

台風の際に学生の自発的な被害者救援活動に協力したことを契機に、１９６０年２月から事務局学生部学生課長（教養

部助教授を兼任）となり、その翌年度には新設された学生部次長職に就任しました。以後、１９７５年に定年退官する

までの１４年間、学生部次長として学生の生活条件改善に尽力しました。その活動の一端は退官記念論文集『生かさ

れた証』に収められています。また、牧島は、本学退職後も愛知留学生会後援会、国際交流団体協議会、国際留学

生会館などこの地域の外国人留学生の生活支援活動に貢献しました。

　通称「牧島メモ」とは、本学在職中に牧島が書き記したメモです。「メモ」という呼称から数枚程度の記録との

印象を受けるかもしれませんが、「牧島メモ」は小型版大学ノートで計２０６冊にもおよぶ規模の資料群を成していま

す。現在、「牧島メモ」は、牧島家遺族代表のご厚意により、大学文書資料室に寄託されています。ただし、同メ

モは大学文書資料室利用規程（第３条第２項）に基づき非公開資料となっています。なお、牧島および「牧島メモ」

については、「名古屋大学史資料室ニュース」第１０号（２００１年３月刊）で詳細に触れていますので、ご参照ください。

�「牧島メモ」
　―旧学生部初代次長　牧島久雄―

　本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら、

大学文書資料室（０５２－７８９－２０４６、nua_office@cc.nagoya-u.ac.jp）へご連絡下さい。

▲『生かされた証』
　（名古屋大学学生部次長牧島久雄退官記念論文集）

▲「牧島メモ」（一部）

▲牧島久雄氏
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第１２回名古屋大学科学研究オープンシンポジウムを開催



　坂田昌一名誉教授（１９１１～１９７０）は、名古屋帝国大学に理学部が発足した１９４２（昭和１７）年から１９７０年に病死す
るまで、物理学科（通称物理学教室）の教授として在職しました。ニュートリノなどの素粒子の構造を、いわゆる

「坂田模型」や「新名古屋模型」として発表するなど、現在の素粒子物理学の基礎をきずいた世界的に著名な理論
物理学者です。『広辞苑』にも、「坂田」の項目にその名前が取り上げられています。
　その一方で坂田は、科学が戦争やファシズムに利用された時代を反省し、社会に対する科学者の責任を重視する
立場から、研究環境の民主化や研究成果の平和利用を提唱する幅広い活動をした人物としても知られ、多くの著作
も残っています（『科学と平和の創造』１９６３、『科学者と社会』１９７２など）。
　坂田は敗戦直後の１９４６年、「名古屋大学物理学研究室憲章」制定の中心となりました。そこでは、冒頭に「物理
学教室の運営は民主主義の原則に基く。」とうたい、教室が学生をふくめた構成員全員の参加のもと、民主的に運
営されることを定めています。同教室では、現在でも憲章の理念にもとづいた規則によって運営がなされています。
　また坂田は、京都帝国大学出身の先輩でいずれもノーベル物理学賞をうけた湯川秀樹、朝永振一郎らとともに、
科学の戦争利用に反対する運動にも積極的に取り組みました。原子核研究を専門とする立場から、とりわけ核兵器
の拡大を憂慮し、科学者による核軍縮運動に情熱をかたむけました。人類がこれまでの「戦争の論理」から、「平
和の論理」によって動くようになること、それが坂田の願いだったのです。
　本学の自由闊達な学風と、「名古屋大学平和憲章」（１９８７年制定）における平和主義の精神は、こうした坂田の科
学思想の流れをくむものといえるでしょう。
　なお、坂田の死後、物理学教室に坂田記念史料室が開設され、多くの関係資料を収集、整理、保存しています。

�坂田昌一（さかた・しょういち）
　―研究の民主化と平和利用をもとめて―

　本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら、

大学文書資料室（０５２－７８９－２０４６、nua_office@cc.nagoya-u.ac.jp）へご連絡下さい。

▲憲章制定の中心になった坂田（左から２番目）、有山兼孝
（同３番目）、上田良二（右から２番目）、関戸弥太郎（右
端）の各教授（１９４６年）

▲湯川秀樹（左）、朝永振一郎（中央）両博士と坂田教授
（後ろ）

▲坂田昌一名誉教授
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名古屋大学「東京フォーラム２００５」が開催される



　毎年１０月から１月にかけてのロードレース・シーズンには、いわゆる「学生三大駅伝」―出雲全日本大学選抜駅

伝（１０月）、全日本大学駅伝（１１月）、東京箱根間往復大学駅伝（１月）が開催されます。今回は、そのロードレー

ス・シーズン中に豊田高専（豊田工業高等専門学校）と名古屋大学を舞台に開催される須賀杯争奪駅伝競走大会に

ついて紹介します。

　通称「須賀杯駅伝」は、毎年１１月下旬頃に開催されます。コースは、下図のように、豊田高専から名古屋大学ま

での６区間約２７㎞ となっています。その名称は、創始者である須賀太郎（１９０３～１９８６）本学名誉教授にちなんでい

ます。須賀は、名古屋大学教授時代の１９５６（昭和３１）年から約３年間、学生部長を務めるとともにスポーツを通じ

ての教員学生間の交流を図り、本学体育会の発展にも尽力しました。

　当時、名古屋大学工学部教授で陸上競技部顧問をしていた須賀は、１９６３年４月に豊田高専が設置された際に同校

の初代校長に就任し、１０年間校長を務めたのち１９７４年３月に同校を退官しました。その間、豊田高専においてもス

ポーツ振興にも力を注ぎました。

　須賀杯駅伝のように、大学と高専との共同開催で一般道を利用する駅伝は全国的にも数少ないとのことですが、

本学と豊田高専の双方でスポーツ振興を図った須賀であったから実現することができた駅伝であるといえます。

１９６４年に第１回大会が開催された須賀杯駅伝は、２００４年１１月２８日秋晴れのもと第４１回大会が開催されました。この

大会の参加チーム数は本学３３チーム・豊田高専２６チームの計５９チームで、競技の結果、本学のチームが須賀杯を手

中に収めました。

�須賀杯争奪駅伝競走大会

　本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら、

大学文書資料室（０５２－７８９－２０４６、nua_office@cc.nagoya-u.ac.jp）へご連絡下さい。

▲須賀太郎　豊田高専初代校長

▲須賀杯

▲須賀杯駅伝ルート図（名大トピックスNo.１３９より）

▲駅伝競争大会の様子（名大トピックスNo.１３９より）
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　最近、いろいろなところで絵はがきが注目されています。趣味としての絵はがきづくりがちょっとしたブームに

なっていますし、美術品や文化財として、あるいは歴史を語る史料として研究や鑑賞の対象にもなっています。

　このたび大学文書資料室では、戦前の旧制第八高等学校（戦後の名大教養部、現情報文化学部）の絵はがきを入

手しました。開校記念と行幸記念のものです。

　開校記念絵はがきは８枚あり、現在では大変珍しいものです。図柄は、イラストの中に八高の施設や行事などの

写真が入っています。下の絵はがきの１枚は、１９０８（明治４１）年創立当初の仮校舎（県立一中旧校舎、現名古屋市

東区外堀町）と、その翌年移転した新校舎（現名市大瑞穂キャンパス）の写真を並べたものです。もう一枚は、製

図や実験の授業風景です。いずれも、発行は第八高等学校校友会、図案は八高絵画研究会となっています。

　行幸記念は３枚で、いずれも写真のみの構成です。これは１９２７（昭和２）年、即位したばかりの昭和天皇が八高

を訪れたことを記念したものです。

　八高では、さまざまな行事のたびに、こうした絵はがきを発行していたようです。その他、名古屋市博物館には、

所蔵されている八高関係資料（八高会寄贈）の中に絵はがきがありますし、

八高関係の記念誌にも写真が載っています。

　資料室では、こうした絵はがきの展示会ができればと考えています。絵

はがきをはじめ、八高関係資料の情報があれば、どんな些細なことでもぜ

ひお寄せください。

�絵はがきの中の八高

　本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら、

大学文書資料室（０５２－７８９－２０４６、nua_office@cc.nagoya-u.ac.jp）へご連絡下さい。

▲新校舎（上）と仮校舎（下）（開校記念）

▲裏面（開校記念）

▲行幸記念

▲化学実験（上）、製図（中）、物理実験（下）
（開校記念）
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平成16年度卒業式が挙行される



1
2

3

1  発見時の状態（左側が完全な1/1000模型で、右側が高さのみを1/100に変更したもの）

2 模型に貼り付けられた「島津製作所模型部」プレート

3 模型（写真中央から上（南）に伸びているのが計画道路。模型下部を左右（東西）に走るのが現在の東山通。）

36 東山キャンパス「田村模型」
―1940年当時の東山敷地全体模型―

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら、大学文書資料室（052-789-2046、nua_offi  ce@cc.nagoya-u.ac.jp）へご連絡ください。

　本年２月、大学文書資料室は、豊田講堂地階倉庫内で本
学の歴史的遺産ともいえる二つの模型（東山キャンパス「田村
模型」）を発見しました（写真１）。今回発見された模型は、名
古屋帝国大学創設の翌年にあたる1940（昭和15）年夏から
1941年２月頃にかけて製作されたもので、当時の名帝大医学部
長である田村春吉（元名古屋医科大学総長・のちの第２代名
帝大総長）が京都の島津製作所（模型部）に製作を依頼し
た1/1000スケール模型です（写真２）。
　実は、この「田村模型」については、春光同門会編『田
村春吉』（1954年刊）という文献中の山元昌之「聡明敏活」
等において、その存在や作成経緯、さらには模型に対する田村
の思い入れなどが触れられていましたが、現物の所在は明らか
ではありませんでした。そこで、大学文書資料室では昨年の春
以降、模型の所在調査を開始した結果、1960年代前半の一
時期には豊田講堂ロビーに置かれていたという本学元職員の目

撃情報等を得ながら模型の探索を行っていました。
　この「田村模型」は、当初1/1000模型一つの製作が進めら
れていましたが、途中、田村の指示により高さだけを1/100に変
更した模型（写真３）が追加発注されました。追加模型では、
現在の東山通（写真３下部）、鏡ヶ池（同右端）、東山動植
物園（同左端）のほか民家・街路樹なども忠実に再現されて
います。しかし何よりもこの「田村模型」の資料的価値は、名
帝大創設当初の医学部東山移転構想に基づいて、医学部諸
施設の中央を通る（現在の本部別館と硬式テニスコートを結ぶ）
計画道路が組み込まれている点、また、東山キャンパス・プラン
ニング用に用意された文字通り本学史上最初の東山キャンパス
模型という点にあるといえます。
　なお、この「田村模型」については、中日新聞（2005年３
月26日付夕刊）においても取り上げられました。
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１  名市大・山の畑キャンパス（写真中の数字で示したも

のが、樹齢100年前後と言われるクスノキ）

２  東山キャンパスに移転する直前（昭和38年頃）の名

大瑞穂キャンパス（教養部）

３  名市大のクスノキ（名市大・谷本英一教授撮影）

37 名大史を見てきたクスノキ

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら、大学文書資料室（052-789-2046、nua_offi  ce@cc.nagoya-u.ac.jp）へご連絡ください。

　名古屋市立大学の山の畑キャンパス（瑞穂区瑞穂町）は、
かつては名大のキャンパスでした。その歴史は古く、1908
（明治41）年の旧制第八高等学校（八高）創設までさかの
ぼることができます。戦後は名大教養部となり、1964（昭
和39）年、東山キャンパスの教養部校舎（現共通教育・情
報文化学部棟）建設と交換する形で、名古屋市に譲渡され
ました。
　すでに当時の建物はありませんが、校庭跡は「剣ヶ森」
として多くの樹木を残し、八高・名大時代の景観を現在に
伝えています。中でも古いのが、以前このコーナーで紹介
した「八高青春像」の脇および西方にあるクスノキです。
直径約1.5m で、正式な測定はされていませんが、樹齢100
年前後のものではないかと言われています。

　クスノキの古木といえば、樹齢700～800年をほこる伊勢
神宮、それよりやや若い熱田神宮のものが名古屋近辺の双
璧をなします。しかしそれ以外は単独の古木はあるものの
ごく新しく、山の畑のクスノキは、地域における学校史の
モニュメントとしてだけではなく、植物学的にも貴重なも
のです。その他にも同キャンパスには、創立当初に本館前
へ植えられ、八高のシンボルとも言われた大ソテツが残さ
れています。またこうした巨木は、周囲の気温を下げる効
果もあるそうです。
　このような、文化財としても自然の記念物としても高い
価値を持つ樹木を、ぜひ長く保存して後世に伝えていきた
いものです。

１ ２

３
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38 第１回名大祭

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら、大学文書資料室（052-789-2046、nua_offi  ce@cc.nagoya-u.ac.jp）へご連絡ください。

　2005（平成17）年６月、名古屋大学では恒例の名大祭（テー
マ：道草）が６／２（木）から６／５（日）の４日間にわ
たって開催されました。
　さて、例年６月初旬に開催されるという点で全国的にも
珍しい大学祭の一つである名大祭ですが、その記念すべき
第１回が開催されたのは1960（昭和35）年のことでした。
以下、大学文書資料室が保管している第１回名大祭プログ
ラム冊子（全28頁）を素材に、45年前の名大祭の姿を紹介
しておきます。
　名古屋大学主催・名大祭実行委員会主管という形で開催
された第１回名大祭は、東山・鶴舞の両キャンパスを主
会場とする「名古屋大学史上初のフェスティバル」と位置
づけられ、学内には名大祭誕生に対する喜びと期待が満ち
ていたと思われます。こうした喜びや期待の背景には、少
なくとも二つの要因がありました。一つは、「たこ足大学」
ともいわれていた本学において、それまで市内各所に分散

していた部局の東山地区集結が進むとともに、豊田講堂の
完成（1960年）によって地理的な環境の改善が図られたこ
とです。もう一つは、「60年安保条約改定」問題（1958～
59年）や伊勢湾台風被災者への救援活動（1959年）などに
よって、「学生運動」が盛り上がりをみせていたことです。
　以上のような時代背景のもとで開催された第１回名大祭
では、「日本人民のエネルギーの継承と発展の方向を求め
て―日本人民の歴史づくりのために―」という基本テーマ
が掲げられ、全学的な規模での講演会・討論会・シンポジ
ウムをはじめとして、各学部展示会・施設公開、医学部祭、
自治会・サークルなどが主催する研究発表、音楽・演劇・
舞踊の各公演が期間中に数多く開催されました。
　なお、第１回名大祭プログラム冊子の催し物案内には、
「キャンプ村開設」（６月３・４・５日／東山一帯）という
項目が掲載されており、東山キャンパス整備・拡充期なら
ではの行事が行われている点も興味深いです。

１　第１回名大祭プログラム
２　名大祭会場案内
３　「キャンプ村開設」案内
４　第１回名大祭開催当時の東山キャンパス

１
２ ３

4

■キャンプ村
　東山は絶好のキャンプ地で
有る。集まって、青春をうた
おうではないか。学生のファ
イトと集団生活の素晴らしさ
を御覧あれ。
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39 名大初の女性博士

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら、大学文書資料室（052-789-2046、nua_offi  ce@cc.nagoya-u.ac.jp）へご連絡ください。

　2003（平成15）年度の名大における博士号取得者は557
人にのぼります。そのうち、約４分の１にあたる148人が
女性であり、すでに女性の博士は珍しい存在では全くなく
なっています。
　しかし、女性が大学教育から疎外されていた戦前におい
て、女性の博士号取得はきわめて稀であり、それだけで大
きなニュースになるほどだったのです。
　名大初の女性博士は、早くも名古屋帝国大学（名帝大）
が創設された1939（昭和14）年に見ることができます。
湯本（旧姓中尾）アサ（1902－1979）という女性でした。
　1902（明治35）年、神奈川県箱根に生れた中尾アサは、
父親を早く亡くして貧しいなか、母と兄に支えられながら、
その抜群の成績により奨学金などを受け、横浜英和女学校
から東京女子医学専門学校（現東京女子医科大学）に進み
ました。同校を首席で卒業したアサは、卒業生で初めて海

外に留学し、アメリカのミシガン大学から公衆衛生学の学
位を授与されています。
　再度の留学先であるドイツでエリート官僚の湯本昇と結
婚したアサは、1935年、夫の赴任先である名古屋に同行し
ます。そこで金城女子専門学校（現金城学院大学）の講師
をしながら、名古屋医科大学専攻科で研究を続け、同大学
が名帝大となるのとほぼ同時に、37歳で博士の学位を得た
のです。博士論文の題目は、「女子の身体発育におよぼす
職業の影響」でした。
　その後、戦争による混乱や夫の病気などで研究を断念せ
ざるをえなかったアサですが、戦後は教育家としても活躍
することになりました。群馬県の教育委員を8年も務めた
のち、1956年に母校成美学園（元横浜英和女学校、現横浜
英和学院）の学園長に就任し、以後16年にわたり、同学園
の発展に大きな足跡を残しました。

１　湯本アサ（成美学園時代、『湯本アサ先生の思い出』より）
２　米国公衆衛生協会欧州視察団（1930年）に加わったアサ
　　（一列目中央、『湯本アサ先生の思い出』より）
３　当時の新聞記事（『名古屋新聞』1939年8月2日朝刊）

１
３

２
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40 青色発光ダイオードと豊田講堂時計台

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら、大学文書資料室（052-789-2046、nua_offi  ce@cc.nagoya-u.ac.jp）へご連絡ください。

　現在、本学東山キャンパスのランドマークである豊田講
堂は、夜間のライトアップが行われ、時計台にも鮮やかな
青色のイルミネーションが施されています（写真１）。今
回は、その時計台のイルミネーションについて紹介します。
　本連載第８回（No.115）で取り上げたように、豊田講堂
は1960（昭和35）年に完成しました。当時、豊田講堂時計
台（直流式塔時計・文字盤直径２m）はライトアップやイ
ルミネーションなども全く施されておらず、昼間しか時計
をみることはできませんでした（写真２）。
　では、時計台にイルミネーションが施されるようになっ
たのはいつ頃であるかというと、それは1994（平成６）年
度のことです。ただし、その当時のイルミネーションは、
文字盤および時針・分針に赤色の発光ダイオード（LED）
が組み込まれたものでした（写真３）。その後、現在のよ
うな青色 LEDへと変更されたのは2001年11月のことで、
豊田合成株式会社からの寄付によるものでした。

　特筆すべきは、現在の時計台に組み込まれている青色
LEDは、本学の赤﨑勇特別教授が本学工学部に在職中の
1989年に発明・開発したもので、豊田合成㈱によって実用
化されたものです。豊田講堂ロビー西側入口手前の壁面に
は、「豊田講堂時計台に用いられている青色発光ダイオー
ドは、本学 赤﨑 勇 名誉教授が工学部在職中に開発された
ものであり、豊田合成株式会社の寄付により完成したもの
である。」と記された記念プレートが設置されています。
　なお、当時不可能とされていた「青」色発光の半導体開
発を世界に先駆けて実現した研究業績は半導体研究に革命
をもたらしたともいわれ、赤﨑特別教授は2004年度の文化
功労者として顕彰されています。また、本学では、2000年
度から本学に還元されるようになった青色 LEDの国有特
許実施料を活用して、赤﨑記念研究事業（特定研究推進、
研究奨励、産学連携推進の３事業）を行っています。

１　青色 LEDが輝く豊田講堂時計台
２　完成当初の時計台
３　赤色 LED当時の時計台
４　 世界初のGaNp-n 接合型青色LED（1989年）
　　 発光させている１つの LED の光がウェ

ハー内を透過し、周縁で反射している。（名
大トピックスNo.138より転載）

５　赤﨑記念研究館模型

１ ２ ３

４ ５




